
「受付について」
西ヨース事務局にて、必ず本人 (未成年者は保報者同伴にて)が 、著紬書を記入する事。

「コースライセンスについて」
2010年 度より、ヨースライセンスの発行を予定 しております。

但 し、ライダーズカ中 ド (パイクの会員カー ド)へ の入会を推奨致 します。

土日 ・祝祭日については、入場料がかかります。ライダーズカー ド所持者は、

入場料は、無料。但し、イベン トレースによっては,入 場料がかかる場合があります。

予め、ホームベージ又は、電話にてご確認ください。

「走行券J
西コース事務局にて、走行券を開入 して頂きます。

構入 した走行券は、必ず指定された場所へF占り付けをお願い致 します。

確認の出来ない車輌は、ビッ トインの指示が出ます。

「走行券の貼り付け位置J
①フロントカウルorゼッケンパネル

②フロントに縮い場合は左側のリアンートカウルに張付ける。

注意 )貼 付け禁上場所について、

①ヘルメットの描付けは禁止

②つなぎ等への描付け禁止。

③走行券の貸し借りは禁止。

「サプライダー (相乗り)」
1台のパイクを2名 以上で走行する際は人数分のサプライダー登録が必要です。

受付時に申請して下さい。サプライダーの方はs必 ず腕章を左腕に活用の上走行して下さい。

「ライダ中の月R業」
レーシングスーツ ・グロープ ・プーッ ・フルフェイスのヘルメットが必要です。

ヘルメットのアゴヒモをしっかり付けて走行して下さい。

レーシングスーツ以外の、セパレート・革バン ・革ジャンでは走行できません。

レンタルウエアーは有りませんので与書自持つして下さい。



「車輌についてJ
受食に走行していただくれに各自で正しく整備されたバイクで走行する統、お願い致します。

尚、保受部品等は基本的に食て取り外してください。外せない場合は、テーピング等で、転倒時

ガラス等が散らばらないようにする事。

ガソリンキャッチタンクを必ず装活し、ドレンポトルのワイヤーロックを必ず施してください。

コース側の判断で、危険と思われる車輌について、走行をお断りする率があります。

予め御了承下さい。

フロントカウルを取り外した車輌については、カウルステーを取外して下さい。

やむを得ずそのまま走行する際は、ウエス等で梁超部分を保理して下さい。

転倒時のアスファルトの路画を保護します。

グリップエンドは必ず業活して下さい。

「鯨習走行開始と終了の合図」
縮習走行の開始と終了の含図はストレート中央にてォフィシャルの旗 orアナウンスの指示に従
つて下さい。

スタート方法は、パドックスタートとなります。

ビツトロードでは与並べません御注意下さい。並んだ場合はパドックヘ戻します。

スタート含図 グ リーンフラツグ ・ ・・走行開始 コ ースイン

終 了 含 図 チ ェッカーフラツグ ・・・走行終了 速 やかにピットィンせよ。

「ピントイン ・アウト」
ヨースインするI13はピットロードを徐行しながら走行し、片手を大きく上げながらコースインします。

その陣イエローラインを踏んだり、カットしないようにコースの外側を加速しながら入ります。

急にインに入ると追梁の危臓が有ります。

ビツトインする陣も4ヨ 中ナー立上り付近から、外側を走行し片手を大きく上げながらピットに入ります。

間、ビツト入リロが撫い為バ ドック側から出て来る軍輌と援触の恐れがあります。十分御注意下さい。

「ピツ ト田―ド 徐 行について」
ピツトロードは、徐行 (ゆつくり走行)と なりますが、いまだに食開 or早い速度で走行して
いるライダーが多く見受けられます。 再 度、補行の徹底をお願い設します。



「ヨース上での対処」
ヨース上で転倒、車輌のトラブル等で停止した場合は、能綿革にいち早く知らせる事に努め

ます。鶴撤車がいなくなり次第直ちに草獅を受全な場所 (ヨース外)に 移動する。

また、工具をもつての走行1ま非常に危険な為一切韓止となつています。

コース内は原則として立ち入り禁止となつています。

但し草輌にトラブル導起こつた場合、サポートの方の立ち入りを認めますが、その際、十分

注意しコース内に入つて下さい。

コース内に入る際、喫煙 ・飲食は臆禁です。サンダル履き、上半身操も慕上です。

「クラス分け及び時間割りについて」
クラス分けは走行日の参加受付台数により決定されます。

一側 2ク ラス 各 15分 交互

3ク ラス 寄 20分 交互

クラス分けは、当日の状況により変わります、アナウンス ・タイムスケジュールをよく確認

して下さい。

「クラス分け区分」
去年までの基本パターンです。

① ポケパイ  ② ミニバイク (2ス ト85・ 4ス ト150cc以 下)

② ③モタード (!】F気量制限なし)

* 当 日の状況により変動いたします。

「その他」
・鯨習走行では離々なベースでバイクが走行しております。ほらしなどスロ中ベースで走行

する際は、レコードラインを避けて走行して下さい。

・一度脇入された走行券は原貝u的に返却できません予めご了承下さい。

「注意事項J
・コース ・パ ドック ・ピット田―ドは食て逆走禁止となります。

・ピット・パドックでの走行は一切禁止となります。

・サーキット揺内は食て、自転革 ・キツクポード・スケボー等の乗り物は禁止です。

問、再三の注意無視の方は、夕方まで事務局にてお預かりさせて頂きます。

・計測器は、必ずホルダーにつけ転倒しても直接当たらない場所へ取り付けて下さい。

尚、センサー破損については、各自実乳負担とさせて頂きます。食損の場合、3万 2千 円を

請求させて頂きます。取り搬いにヤ分ご注意下さい。



「ごみ処理について」
パドックは、みんなで使うスベースです。使用後は、次の人の為に清掃にご協力下さい。

備え付けのホウキ・チリトリをご利用下さい。

ごみ績は、蹴えるごみ箱と燃えないごみ箱の二つです。            _

① 燃えるごみ・・・燃えるごみだけです。ダンポール等の大きなごみはお持帰り下さい。

② 淵えないごみ・・望き缶 ・ベットボトル・スプレー缶等です。

難止なもの 粗 大ごみ・廃タイヤ・チェーン・スプロケ・カウル等

不正に投兼された方は次回の入場をお断りいたします。ご了承下さい。

「廃油の処理について」
廃油は必ず廃油入れに入れましよう。

排水日や入れ部などには、絶対に捨てないようにお願い致します。

「喫煙 ・火気取り扱いについてJ
パ ドック ・ピット・コース内は全て韓煙です。

喫煙される方は、備え付けの灰皿のある場所 ・もしくは車内でお願い致します。

タバヨのポイ捨ては重大な火災事故へつながります。ガソリン等の取り扱いに十分注意下さい。

ポケパイ ・ミニバイク ・S-1の コースレイアウト

5ヨ ーナー先がS時 ヘアピンを使用します。

モタードクラスのみ、オーバルヨース

5ヨ ーナー先は単ヘアピンは使用せずオーバルとなります。




